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1. まえがき 遅江元気塾紹介

●遅江地区は、八束町の南東部に位置する約140世帯450人の

地区。

●特別天然記念物溶岩隧道幽鬼洞がある地区でも知られて

いる。

●遅江元気塾は、平成26年に「住みよい・住みたい遅江」

「元気あふれる遅江」を目指して、区、老人会、親子会、

女性の会など各団体の役員を中心に発足。



 

遅江 



1. まえがき 遅江元気塾の活動

① 伝統行事の継承活動（遅江盆踊り）



令和初めの盆踊り絆深めて永遠(とこしえ)に



1. まえがき 遅江元気塾の活動

② 環境美化活動



1. まえがき 遅江元気塾の活動

③ 世代間交流活動



1. まえがき 遅江元気塾の活動

③ 世代間交流活動



２．事業を行うきっかけ
●遅江地区では高齢化が進み、自宅や農地の管理ができず、日常生活に

不安を感じる住民が多くなった。

●ちょっとした生活の困りごとがあるので、 地域をよく知っている住民

同士で、あまり気を遣わず助け合いができる仕組みづくりを作りたいと

考えた。

●昨年８月開催の「まちづくりを考える日」で発表された竹矢地区の

「ちくや一心助け隊」の取組発表を見た。

●「これはいいな！」と思った。



３．目指したい姿

●地域内の助け合いにより、いろいろな生活の困りごと

に寄り添う仕組みを作り、引き続き「住みよい」

「住みたい」「元気あふれる」遅江にしていきたい。

●住民同士の主体的な助け合いや支え合いにより、

安心して生活を送ることができるつながり。



４．事業の概要
① 困りごとの手伝いを必要としている「お願い会員」と、

困りごとを支援し手伝う「任せて会員」を

「お助け隊事業名簿」に登録。
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４．事業の概要
②「お願い会員」から相談、依頼を受けた元気塾役員は、

支援内容や活動希望日により「任せて会員」との

調整や仲介を行い、困りごとの解決に向けサポート。

③「お願い会員」は「任せて会員」に利用料金を支払う。
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①実施日 ：令和4年12月～

②実施場所：松江市八束町遅江地区内

③対象 ：松江市八束町遅江地区に住んでおられる

高齢者世帯や生活上の困りごとをお持ちの方

④目標 ：お願い会員の登録者20人。

お任せ会員の登録者30人。

週1回の活動を目標。

４．事業の概要







５．今後に向けて

●ボランティア活動など住民による地域づくり

（自助・共助）を積極的に行っていく。

●これからも自治会活動と連携し、それぞれの得意

分野を生かした活動の展開や情報を内外に発信して

いこうと考えている。


